
ニ

ウ
ナ
ラ
ス
カ
島
の
最
大
低
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
合
十
二
海
里
以
内
の

海
域
の
う
ち
、
西
経
百
六
十
七
度
三
十
分
の
線
以
東
、
西
経
百
六
十
七

度
十
五
分
の
線
以
西
の
同
島
の
北
側
の
海
域
及
び
西
経
百
六
十
七
度
四

十
分
の
線
以
東
、
西
経
百
六
十
七
度
十
八
分
の
線
以
西
の
同
島
の
南
側

の
海
域

ホ

北
緯
五
十
四
度
二
十
六
分
の
線
以
北
、
北
緯
五
十
四
度
三
十
六
分
の

線
以
南
、
西
経
百
六
十
三
度
の
線
以
東
、
西
経
百
六
十
二
度
四
十
分
の

線
以
西
の
サ
ナ
ク
島
の
西
側
の
海
域

ヘ

北
緯
五
十
八
度
二
十
五
分
の
線
以
北
、
北
緯
五
十
八
度
三
十
五
分
の

線
以
南
、
西
経
百
五
十
二
度
二
分
の
線
以
東
、
西
経
百
五
十
一
度
五
十

二
分
の
線
以
西
の
ア
フ
オ
グ
ナ
ク
島
ト
ン
キ
岬
の
北
側
の
海
域

ト

カ
ヤ
ク
島
の
最
大
低
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
合
十
二
海
里
以
内
の
海
域

の
う
ち
、
北
緯
五
十
九
度
四
十
八
分
の
線
以
北
、
北
緯
五
十
九
度
五
十

六
分
の
線
以
南
、
西
経
百
四
十
三
度
五
十
三
分
の
線
以
西
の
同
島
の
東

側
の
海
域
及
び
北
緯
五
十
九
度
五
十
二
分
の
線
以
北
、
北
緯
六
十
度
七

分
の
線
以
南
、
西
経
百
四
十
五
度
の
線
以
東
の
同
島
の
西
側
の
海
域

チ

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
島
の
最
大
低
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
合
十
二
海
里
以
内

の
海
域
の
う
ち
、
北
緯
五
十
四
度
四
十
四
分
の
線
以
北
、
北
緯
五
十
四

度
五
十
四
分
の
線
以
南
、
西
経
百
三
十
三
度
十
六
分
の
線
以
西
の
同
島

の
東
側
及
び
西
側
の
海
域

リ

デ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
島
の
最
大
低
潮
時
海
岸
線
か
ら
沖
合
十
二
海
里

以
内
の
海
域
の
う
ち
、
北
緯
四
十
七
度
三
十
六
分
の
線
以
北
、
北
緯
四

十
七
度
四
十
五
分
の
線
以
南
の
同
島
の
西
側
の
海
域

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
第
八
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
指

定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。）第
八
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
及
び
同
条
第
三
項
各
号
に
定
め
る
書
類
を
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
者
が
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
同
項
に
規
定
す
る
書
面
及
び
書
類
を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
当
該
許
可
は
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
準
備
行
為
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
降
に
営
も
う
と
す
る
鯨
を
と
る
漁
業
に
係
る
漁
業
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
許
可
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
新
省
令
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
漁
業
手
数
料
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

漁
業
手
数
料
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
大
型
鯨
体
処
理
場
の
使
用
又
は
そ
の
変
更
の
許
可
の
申
請
」
を
「
鯨
体
処
理
場
の
使
用
又
は
そ
の
変
更
の
許
可
の
申
請
」
に
改
め
、「
省
令
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
航
空
機
を
搭
載
す
る
船
舶
の
使
用
の
許

可
の
申
請
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
小
型
鯨
体
処
理
場
に
あ
つ
て
は
、」及
び
「
大
型
鯨
体
処
理
場
に
あ
つ
て
は
、
一
件
に
つ
き

三
千
七
百
五
十
円
」
を
削
る
。

（
輸
出
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

輸
出
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
農
林
省
令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
号
中
「
小
型
鯨
体
処
理
場
」
を
「
鯨
体
処
理
場
」
に
改
め
る
。
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